






<研究目的>

  同じ、一つの遊びをするにしても健常児に比べ DMP 症児の場合は、機能低下

に伴う身体的ハンディによって遊びの持つ面白さ、種類数等が半減してしまい

がちである。その遊びを展開していくのに必要な道具及びルールに改良を加え、

更には、新しい補助具を考え試作することによって、より積極的に、より円滑

に遊びに参加できるようにしたい。


